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(57)【要約】
【課題】陳列室内に陳列される商品に応じた適切な照明
を容易に実現することができるショーケースを提供する
。
【解決手段】本発明のショーケース１は、商品を陳列す
る陳列室１１と、陳列室１１内を照明する照明装置３８
を備えたものであって、照明装置３８は、白色光ＬＷを
発する白色ＬＥＤ４１Ｗと、演色性を有する光を発する
演色ＬＥＤ（赤色ＬＥＤ４１Ｒ、緑色ＬＥＤ４１Ｇ）と
を備え、白色ＬＥＤ４１Ｗより陳列室１１内、該陳列室
１１の前部、又は、前方のうちの何れか一箇所、又は、
それらのうちの複数の箇所に向けて白色光ＬＷを照射す
ると共に、演色ＬＥＤより陳列室１１内に向けて演色性
を有する光（ＬＲ、ＬＧ）を照射する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商品を陳列する陳列室と、該陳列室内を照明する照明装置を備えたショーケースにおい
て、
　前記照明装置は、白色光を発する白色ＬＥＤと、演色性を有する光を発する演色ＬＥＤ
とを備え、
　前記白色ＬＥＤより前記陳列室内、該陳列室の前部、又は、前方のうちの何れか一箇所
、又は、それらのうちの複数の箇所に向けて白色光を照射すると共に、
　前記演色ＬＥＤより前記陳列室内に向けて演色性を有する光を照射することを特徴とす
るショーケース。
【請求項２】
　前記演色ＬＥＤは、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、又は、青色ＬＥＤのうちの一つ、又は、
それらの組み合わせであることを特徴とする請求項１に記載のショーケース。
【請求項３】
　前記照明装置は、前記各ＬＥＤへの通電を制御する制御装置を備え、
　該制御装置は、前記演色ＬＥＤへの通電を制御することにより、前記陳列室内に陳列さ
れる商品に適した色の演色性を有する照射光を前記陳列室内に照射することを特徴とする
請求項１又は請求項２に記載のショーケース。
【請求項４】
　前記制御装置は、前記商品に付された識別情報から商品を判別し、当該商品に適した色
の演色性を有する照射光を前記陳列室内に照射することを特徴とする請求項３に記載のシ
ョーケース。
【請求項５】
　前記制御装置は、外部から送信された指示データを受信し、当該指示データに基づいて
前記演色ＬＥＤへの通電を制御することを特徴とする請求項１乃至請求項４の何れかに記
載のショーケース。
【請求項６】
　前記演色ＬＥＤは、前記白色ＬＥＤから独立して着脱可能に構成されていることを特徴
とする請求項１乃至請求項５の何れかに記載のショーケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、商品を陳列する陳列室と、陳列室内を照明する照明装置を備えたショーケー
スに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来この種ショーケースは、例えば特許文献１に示される如く断面略コ字状の断熱壁の
開口上縁に形成した吐出口から、開口下縁の吸込口に向けて冷気を吐出することにより、
前記開口にエアーカーテンを形成すると共に、断熱壁にて囲繞された陳列室を所定温度に
冷却している。そして、開口上縁の外側又は開口両側縁及び棚下などに複数の蛍光ランプ
を取り付け、陳列室内及びショーケース自体の照明を行っている。
【０００３】
　通常、特許文献１に示されるような庫内を冷却し、当該冷却環境において陳列される商
品の照明を行う照明装置としては、蛍光ランプが用いられる。蛍光ランプは、例えば、Ｊ
ＩＳ（日本工業規格）Ｃ７６０１によるＦＬ４、ＦＬ６、ＦＬ８、ＦＬ１０等が採用され
ており、いずれも細長い円筒形である。そのため、陳列室側に取り付けられるホルダーに
係止させることによって、蛍光ランプが取り付けられる。
【０００４】
　蛍光ランプは、交流電源ＡＣが投入されると、スタータを一定時間導通させて、蛍光ラ
ンプのフィラメントに電流を流す。そして、フィラメントが加熱された後、スタータを遮
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断することで、安定器がフィラメント間に高電圧を印加する。この高電圧により両フィラ
メント間に放電が生じ、これによって、蛍光ランプが発光する。一旦発光した後は、安定
器により蛍光ランプの発光が持続される。
【０００５】
　蛍光ランプなどそれ自体で発光する物体、即ち、光源は、それぞれ発光する色が異なり
、色温度（Ｋ：ケルビン）によって光源色を表すことができる。例えば、蛍光ランプは、
白色、昼白色など４０００Ｋ～７０００Ｋであり、ハロゲン電球は３２００Ｋ程度、電球
は２８００Ｋ程度である。一般に、色温度の低いものから放射する光は赤く、色温度が高
くなるにつれて白みを帯び、更に高くなると青みを帯びる。そのため、電球から発光され
る光は、赤みを帯びており、ハロゲン電球は、電球よりも白温度が高いことから電球に比
べて白みを帯びた光となる。
【０００６】
　また、昨今では、蛍光ランプ等の人工光から作り出される様々な発光を組み合わせるこ
とによって、色覚反応の強い青、緑、赤の３波長域に光を集中させ、照度と、演色性の向
上を図った蛍光ランプの開発が行われている。即ち、赤の波長域により多くの光を集中さ
せた蛍光ランプをショーケースにおける陳列室の照明に用いることにより、陳列室内に陳
される肉などの商品をより赤く演出することができる。また、緑の波長域により多くの光
を集中させた蛍光ランプを陳列室の照明に用いることにより、陳列室内に陳列される青物
などの商品をより緑に演出することができる。
【特許文献１】特開平５－３１７１４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、スーパーマーケットなどの店舗では、野菜や肉類、魚介類を陳列する場
合であっても、汎用性の面から同種のショーケースを複数台設置して行う。そのため、シ
ョーケースの陳列室に陳列する商品の効果的な照明を行うためには、当該商品の種類に応
じた演色性を備える蛍光ランプを選択し、取り付けなければならない。
【０００８】
　そのため、店舗では、商品の種類に応じた演色性を実現することができる蛍光ランプを
複数種類、有していなければ成らないという問題がある。また、それぞれ専用の蛍光ラン
プを用いなければ、蛍光ランプによる演色性が商品陳列において逆効果となってしまう場
合もある。従って、適切な演色効果を得るためには、コストの高騰や、照明管理作業の煩
雑化を招く問題があった。
【０００９】
　そこで、本発明は従来の技術的課題を解決するためになされたものであり、陳列室内に
陳列される商品に応じた適切な照明を容易に実現することができるショーケースを提供す
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明のショーケースは、商品を陳列する陳列室と、陳列室内を照明する照明装置を備
えたものであって、照明装置は、白色光を発する白色ＬＥＤと、演色性を有する光を発す
る演色ＬＥＤとを備え、白色ＬＥＤより陳列室内、該陳列室の前部、又は、前方のうちの
何れか一箇所、又は、それらのうちの複数の箇所に向けて白色光を照射すると共に、演色
ＬＥＤより陳列室内に向けて演色性を有する光を照射することを特徴とする。
【００１１】
　請求項２の発明のショーケースは、上記発明において、演色ＬＥＤは、赤色ＬＥＤ、緑
色ＬＥＤ、又は、青色ＬＥＤのうちの一つ、又は、それらの組み合わせであることを特徴
とする。
【００１２】
　請求項３の発明のショーケースは、上記各発明において、照明装置は、各ＬＥＤへの通
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電を制御する制御装置を備え、制御装置は、演色ＬＥＤへの通電を制御することにより、
陳列室内に陳列される商品に適した色の演色性を有する照射光を陳列室内に照射すること
を特徴とする。
【００１３】
　請求項４の発明のショーケースは、上記発明において、制御装置は、商品に付された識
別情報から商品を判別し、当該商品に適した色の演色性を有する照射光を陳列室内に照射
することを特徴とする。
【００１４】
　請求項５の発明のショーケースは、上記各発明において、制御装置は、外部から送信さ
れた指示データを受信し、当該指示データに基づいて演色ＬＥＤへの通電を制御すること
を特徴とする。
【００１５】
　請求項６の発明のショーケースは、上記各発明において、演色ＬＥＤは、白色ＬＥＤか
ら独立して着脱可能に構成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、商品を陳列する陳列室と、陳列室内を照明する照明装置を備えたショ
ーケースにおいて、照明装置は、白色光を発する白色ＬＥＤと、演色性を有する光を発す
る演色ＬＥＤとを備え、白色ＬＥＤより陳列室内、該陳列室の前部、又は、前方のうちの
何れか一箇所、又は、それらのうちの複数の箇所に向けて白色光を照射すると共に、演色
ＬＥＤより陳列室内に向けて演色性を有する光を照射することにより、陳列室の前部や前
方等を白色ＬＥＤによる白色光によって、明るく照明することができると共に、陳列室内
には、演色性を有する光を照射することによって、効果的に陳列室内を照明することが可
能となる。
【００１７】
　これにより、陳列室内に陳列される商品に適した色の演色性を強調した照明を実現する
ことが可能となり、陳列される商品を照明装置によって効果的に演出することができる。
また、陳列室の前部や前方には、白色光が照射されることによって、特に、商品が陳列さ
れていない領域に演色性を有する光が照射されることによる違和感を解消しつつ、照明効
果の向上を図ることが可能となる。
【００１８】
　また、請求項２の発明の如く演色ＬＥＤを、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、又は、青色ＬＥ
Ｄのうちの一つ、又は、それらの組み合わせとすることにより、陳列室内に陳列される商
品に適した色の演色性を強調した照明を実現することが可能となり、陳列される商品を照
明装置によって効果的に演出することができる。
【００１９】
　また、請求項３の発明によれば、上記各発明において、照明装置は、各ＬＥＤへの通電
を制御する制御装置を備え、制御装置は、演色ＬＥＤへの通電を制御することにより、陳
列室内に陳列される商品に適した色の演色性を有する照射光を陳列室内に照射するため、
これによっても、陳列室内に陳列される商品に適した色の演色性を強調した照明を実現す
ることが可能となり、陳列される商品を照明装置によって効果的に演出することができる
。
【００２０】
　そのため、緑色ＬＥＤへの通電電流を増加させることによって、例えば野菜などの青物
をより青々しく見せることが可能となり、赤色ＬＥＤへの通電電流を増加させることによ
って、例えば肉類の赤み部分をより赤く見せることが可能となる。また、青色ＬＥＤへの
通電電流を増加させることによって、例えば魚介類をよりみずみずしく見せることが可能
となる。このように、商品の種類に応じて演色性を変更することで、商品の陳列効果を向
上させることが可能となる。
【００２１】
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　請求項４の発明によれば、上記発明において、制御装置は、商品に付された識別情報か
ら商品を判別し、当該商品に適した色の演色性を有する照射光を陳列室内に照射すること
により、商品に応じた演色性の照射光を陳列室内の商品に照射することができ、商品の陳
列効果の向上を図ることが可能となる。
【００２２】
　そのため、商品を陳列室に陳列するのみで、効果的な照明を実現することができる。従
って、演色性の変更作業を行う必要がなくなり、利便性の向上を図ることが可能となる。
【００２３】
　請求項５の発明によれば、上記各発明において、制御装置は、外部から送信された指示
データを受信し、当該指示データに基づいて演色ＬＥＤへの通電を制御することにより、
外部から各陳列室の照明装置による演色性を変更することが可能となり、一括した照明装
置の管理が可能となる。
【００２４】
　これにより、ショーケースが設置される現場における各照明装置の演色性の変更作業を
行う必要がなくなり、利便性の向上を図ることが可能となる。
【００２５】
　請求項６の発明によれば、上記各発明において、演色ＬＥＤは、白色ＬＥＤから独立し
て着脱可能に構成されているため、演色ＬＥＤを使用した照明と、白色ＬＥＤのみによる
照明とを任意に実現することが可能となり、利便性の向上を図ることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　次に、図面に基づき本発明の実施例を詳述する。図１は本発明のショーケース１の斜視
図、図２はショーケース１の縦断側面図をそれぞれ示している。本発明のショーケース１
は断面略コ字状の断熱壁２と、この断熱壁２の両側に取り付けられた側板３、３とから構
成されている。断熱壁２の内側にはそれぞれ間隔を存して仕切板４が取り付けられ、これ
ら仕切板４などと断熱壁２間に図示しない内外二層のダクトが形成されている。内側の仕
切板を構成する仕切板４の下端前方には、デックパン９が断熱壁２の底壁２Ａとの間にダ
クト用の間隔を存して取り付けられており、これら仕切板４及びデックパン９の内側を陳
列室１１としている。
【００２７】
　また、この陳列室１１内には、高さ及び取付角度が変更可能であると共に、陳列室１１
内背部の図示しない支柱に取り付けられる一対のブラケット３１及びこれらと共に棚を構
成する棚板３２が複数段に渡って架設されている。棚板３２の前縁には、硬質合成樹脂に
より成型されるプライスレール３４が取り付けられており、当該プライスレール３４は、
棚板３２の装飾体を兼用している。また、この棚板３２の前壁とプライスレール３４との
間には、所定の間隔が形成されており、当該間隔には棚板３２上の商品が落下することを
防止するためのガード３５が取り付けられている。
【００２８】
　断熱壁２の前面開口１２の上縁にはハニカム材１３、１４がそれぞれ取り付けられた内
層吐出口１６及び外層吐出口１７が並設されており、これら吐出口１６、１７は、前記内
層ダクト及び外層ダクトにそれぞれ連通している。また、開口１２の下縁には、内層吸込
口１８と外層吸込口１９が並設されている。
【００２９】
　一方、デックパン９下方後部には、断熱壁２の底壁２Ａ上に内層ダクト及び外層ダクト
のそれぞれに対応する図示しない送風機が複数台設置されている。仕切板４後方の内層ダ
クト内には、冷却装置の冷却器２７が縦設されており、前記内層ダクトに対応した送風機
が運転されると冷却器２７と熱交換した冷気は内層ダクト内を上昇せられ、内層吐出口１
６より内層吸込口１８に向かって吐出される。そして、内層吸込口１８から吸い込まれた
冷気は再び前記送風機によって加速される。
【００３０】
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　他方、前記外層ダクトに対応した送風機が運転されると外層ダクト内の空気は外層ダク
ト内を上昇せられ、外層吐出口１７より外層吸込口１９に向かって吐出される。そして、
外層吸込口１９から吸い込まれた空気は再び前記送風機によって加速される。これによっ
て、開口１２には前後二重のエアーカーテンが形成され、内側の冷気エアーカーテンの一
部が陳列室１１内に循環されて陳列室１１は冷却される。
【００３１】
　次に図２及び図３を参照して、断熱壁２の天壁２Ｂ前部の構成について説明する。図３
は図２の部分拡大図を示している。断熱壁２の天壁２Ｂ前端（上部前端）には、前方に張
り出したキャノピー３３が取り付けられており、このキャノピー３３の内側には、陳列室
１１の前面開口１２より外側に延在した状態で反射板２０が取り付けられている。
【００３２】
　この反射板２０は、化粧塗装が施された金属板にて構成されており、少なくとも反射板
２０前部は、折曲することによって、長手方向に渡って凹陥された照明取付部２１、２２
が前後に延在して形成されている。
【００３３】
　一方の照明取付部２１（第１の照明取付部）は、下後方に位置する陳列室１１の前面開
口１２に向けて開口していると共に、当該照明取付部２１の当該開口に対応する面は、照
明取付面２１Ａとされており、上前方から陳列室１１の前面開口１２乃至陳列室１１内を
臨む角度、即ち、後斜め下方の陳列室１１方向に面して構成されている。
【００３４】
　他方の照明取付部２２（第２の照明取付部）は、下方、若しくは、少許下前方に向けて
開口していると共に、当該照明取付部２２の当該開口に対応する面は、照明取付面２２Ａ
とされており、上方から陳列室１１の前部、若しくは陳列室１１前方を臨む角度、即ち、
陳列室１１前方若しくは前部に面して構成されている。
【００３５】
　本実施例では、陳列室１１内に臨む第１の照明取付部２１は、反射板２０の前端側に設
けられると共に、陳列室１１前部等に臨む第２の照明取付部２２は、当該照明取付部２１
よりも陳列室１１側に設けられているものとする。
【００３６】
　そして、これら照明取付面２１Ａ及び２２Ａには、発光ダイオード（Light Emitting D
ionde以下、ＬＥＤという）を光源とする照明装置３８が着脱自在に取り付けられている
。
【００３７】
　本実施例における照明装置３８は、図４の照明装置３８の概略構成説明図に示すように
矩形状の基板４０に配列された複数の白色ＬＥＤ４１Ｗと、矩形状の基板４３に配列され
た複数の演色ＬＥＤとにより構成されている。各基板４０、４３は、それぞれ独立して照
明取付部２１、２２に着脱可能とされている。白色ＬＥＤ４１Ｗは、白色光を発するＬＥ
Ｄであり、本実施例では、例えば、白色蛍光体を使用した近紫外ＬＥＤベースの白色ＬＥ
Ｄや、青色ＬＥＤの光源を黄色の蛍光体を通すことで白色発光を可能とする白色ＬＥＤに
より構成する。
【００３８】
　他方、演色ＬＥＤは、演色性を有する光を発するＬＥＤであり、本実施例では、赤色光
を発する赤色ＬＥＤ４１Ｒ及び緑色光を発する緑色ＬＥＤ４１Ｇにより構成されている。
なお、演色ＬＥＤはこれらに限定されるものではなく、陳列室１１内に陳列される商品を
より効果的に照明することができる演色性を有する光を発するものであれば、例えば青色
ＬＥＤ等であっても良いものとする。
【００３９】
　そして、本実施例では、白色ＬＥＤ４１Ｗが設けられた基板４０は、上記反射板２０の
照明取付部２２に取り付けられる。これにより、白色ＬＥＤ４１Ｗから照射される白色光
ＬＷは、陳列室１１の前部、若しくは陳列室１１前方に向けて照射される。なお、当該白
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色ＬＥＤ４１Ｗによる照明は、これに限定されるものではなく、陳列室１１前部、又は、
前方のうちの何れか一箇所、又は、それらのうちの複数の箇所に向けて白色光ＬＷを照射
可能としても良い。他方、演色ＬＥＤ（赤色ＬＥＤ４１Ｒ、緑色ＬＥＤ４１から４１から
照射４１Ｇ）が設けられた基板４３は、上記反射板２０の照明取付部２１に取り付けられ
る。これにより、演色ＬＥＤから照射される演色性が強調された照射光ＬＲ、ＬＧは、陳
列室１１の前面開口１２乃至陳列室１１内に向けて照射される。
【００４０】
　なお、本実施例では、白色ＬＥＤ４１Ｗが陳列室１１の前面開口に対し左右に渡って直
線上に複数配設されているのに対し、当該白色ＬＥＤ４１Ｗに対し略平行に配設される演
色ＬＥＤは、白色ＬＥＤ４１Ｗが設けられる個数よりも少ない数のＬＥＤが所定間隔を存
して配設されている。また、図４に示す如き実施例では、赤色ＬＥＤ４１Ｒ及び緑色ＬＥ
Ｄ４１Ｇは、交互に配設されているものではなく、それぞれ一側にまとめられた状態で配
設されている。なお、これらＬＥＤの配列や個数については、これに限定されるものでは
なく、例えば、演色ＬＥＤは、各色を交互に配設しても良い。
【００４１】
　そして、図５に示すように、各白色ＬＥＤ４１Ｗは、直列に接続されており、当該経路
の一端は、ＬＥＤ制御部を構成するＰＷＭ回路４２Ｗに接続される。同様に、演色ＬＥＤ
を構成する各赤色ＬＥＤ４１Ｒは、直列に接続されており、当該経路の一端は、ＬＥＤ制
御部を構成するＰＷＭ回路４２Ｒに接続される。また、同じく演色ＬＥＤを構成する各緑
色ＬＥＤ４１Ｇは、直列に接続されており、当該経路の一端は、ＬＥＤ制御部を構成する
ＰＷＭ回路４２Ｇに接続される。
【００４２】
　一方、制御装置４８は、上記各ＰＷＭ回路４２Ｗ、４２Ｒ、４２Ｇにより構成されるＬ
ＥＤ制御部４９と、定電圧電源部５０とを備えており、当該制御装置４８の入力側には、
照明装置３８の演色性（演色パターン）を変更するためのコントロールパネル５１が接続
されている。
【００４３】
　この定電圧電源部５０は、ＡＤコンバータを備えており、外部の交流電源ＡＣからの交
流を直流へ変換するものである。そして、この定電圧電源部５０から出力された直流電力
は、ＬＥＤ制御部４９へ供給され、各ＰＷＭ回路４２Ｗ、４２Ｒ、４２Ｇを介して各ＬＥ
Ｄ４１Ｗ、４１Ｒ、４１Ｇへ供給される。
【００４４】
　ＬＥＤ制御部４９を構成する各ＰＷＭ回路４２Ｗ、４２Ｒ、４２Ｇは、定電圧電源部５
０と、各白色ＬＥＤ４１Ｗが接続された経路、各赤色ＬＥＤ４１Ｒが接続された経路、各
緑色ＬＥＤ４１Ｇが接続された経路とを中継する回路であり、それらの間を流れる電流を
、導通、又は遮断するためのスイッチを備えている。そして、それらのスイッチのスイッ
チングをＰＷＭ制御にて制御することにより、それぞれの白色ＬＥＤ４１Ｗ、赤色ＬＥＤ
４１Ｒ、緑色ＬＥＤ４１Ｇをそれぞれ流れる電流が制御される。
【００４５】
　各ＰＷＭ回路４２Ｗ、４２Ｒ、４２ＧにおけるＰＷＭ制御用のパルス信号は、コントロ
ールパネル５１にて入力された演色パターンに基づき生成される。即ち、コントロールパ
ネル５１は、照明装置３８における演色性の有無や、赤演色性、緑演色性等の演色パター
ンを入力可能とする。当該演色に関するパターンの入力に基づき、照明装置３８の各ＬＥ
Ｄ４１Ｗ、４１Ｒ、４１Ｇへの通電電流を制御する。
【００４６】
　演色性を伴う照射光により照明を行う場合であって、図４に示す如く陳列室１１内を左
右異なる色、本実施例では、陳列室１１内の向かって左側を赤演色性の光にて照明し、向
かって右側を緑演色性の光にて照明する場合には、具体的には、コントロールパネル５１
にて全色による演色照明が入力された場合には、当該制御装置４８内に設けられる発振回
路にて、予め記憶された演色性のパルス列のパターン、即ち、図６に示すように白色ＬＥ
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Ｄ４１Ｗ、赤色ＬＥＤ４１Ｒ、及び、緑色ＬＥＤ４１Ｇに通電を行うパルス信号を生成す
る。
【００４７】
　従って、係る場合には、図４に示されるように照明装置３８は、白色ＬＥＤ４１Ｗ、赤
色ＬＥＤ４１Ｒ、緑色ＬＥＤ４１Ｇから光が照射される。これにより、陳列室１１の前部
や前方等は照明取付部２２に取り付けられる白色ＬＥＤ４１Ｗによる白色光ＬＷによって
、明るく照明することができると共に、陳列室１１内の一側（本実施例では向かって左側
）は、赤演色性が強調された照射光ＬＲによって、効果的に照明することが可能となり、
陳列室１１内の他側（本実施例では向かって右側）は、緑演色性が強調された照射光ＬＧ
によって、照明することが可能となる。
【００４８】
　これにより、陳列室１１前部、及び前方は、白色ＬＥＤ４１Ｗにより照射される白色光
ＬＷにより、光の明るさが確保される。また、陳列室１１内の一側に、例えば肉類の赤み
部分やトマトなどの赤色の野菜を陳列することにより、これら商品を赤色ＬＥＤ４１Ｒか
ら照射される赤色の照射光ＬＲによって、赤色を強調した演色照明を実現することが可能
となる。そのため、肉類の赤み部分やトマトなどの赤色の野菜をより赤く見せることが可
能となる。他方、陳列室１１内の他側に、例えば野菜などの青物を陳列することにより、
これら商品を緑色ＬＥＤ４１Ｇから照射される緑色の照射光ＬＧによって、緑色を強調し
た演色照明を実現することが可能となる。そのため、野菜などの青物をより青々しく見せ
ることが可能となる。
【００４９】
　これにより、陳列室１１内に陳列される商品に適した色の演色性を強調した照明を実現
することが可能となり、陳列される商品を照明装置３８によって効果的に演出することが
できる。また、陳列室１１の前部や前方には、白色光ＬＷが照射されることによって、特
に、商品が陳列されていない領域に演色性を有する光が照射されることによる違和感を解
消しつつ、照明効果の向上を図ることが可能となる。
【００５０】
　なお、上述した本実施例では、陳列室１１内を左右異なる色、本実施例では、陳列室１
１内の向かって左側を赤演色性の光にて照明し、向かって右側を緑演色性の光にて照明す
る場合について説明しているが、これ以外にも、コントロールパネル５１による入力に基
づき、一方の演色ＬＥＤのみを点灯し、他方の演色ＬＥＤを消灯することによって、陳列
室１１内を部分的に演色性の光によって照明を行っても良いものとする。
【００５１】
　また、上述したように、照明取付部２１に設けられる演色ＬＥＤが、各色を交互に配設
して設けられている場合には、陳列室１１全体を赤演色性の光にて照明する場合、具体的
には、コントロールパネル５１にて赤演色性が入力された場合には、当該制御装置４８内
に設けられる発振回路にて、予め記憶された赤演色性のパルス列のパターン、即ち、図７
に示すように白色ＬＥＤ４１Ｗ及び赤色ＬＥＤ４１Ｒのみ通電を行い、他の演色ＬＥＤで
ある緑色ＬＥＤ４１Ｇは、通電を行わないパルス信号を生成する。
【００５２】
　これにより、照明装置３８は、白色ＬＥＤ４１Ｗ及び赤色ＬＥＤ４１Ｒから光が照射さ
れ、緑色ＬＥＤ４１Ｇからは光が照射されないこととなる。従って、陳列室１１内は、陳
列室１１前部、及び前方は、白色ＬＥＤ４１Ｗにより照射される白色光ＬＷにより、光の
明るさが確保される。また、陳列室１１内に、例えば肉類の赤み部分やトマトなどの赤色
の野菜を陳列することにより、これら商品を赤色ＬＥＤ４１Ｒから照射される赤色の照射
光ＬＲによって、赤色を強調した演色照明を実現することが可能となる。そのため、肉類
の赤み部分やトマトなどの赤色の野菜をより赤く見せることが可能となる。
【００５３】
　他方、陳列室１１全体を緑演色性の光にて照明する場合、具体的には、コントロールパ
ネル５１にて緑演色性が入力された場合には、当該制御装置４８内に設けられる発振回路
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にて、予め記憶された緑演色性のパルス列のパターン、即ち、図８に示すように白色ＬＥ
Ｄ４１Ｗ及び緑色ＬＥＤ４１Ｇのみ通電を行い、他の演色ＬＥＤである赤色ＬＥＤ４１Ｒ
は、通電を行わないパルス信号を生成する。
【００５４】
　これにより、照明装置３８は、白色ＬＥＤ４１Ｗ及び緑色ＬＥＤ４１Ｇから光が照射さ
れ、赤色ＬＥＤ４１Ｒからは光が照射されないこととなる。従って、陳列室１１内は、陳
列室１１前部、及び前方は、白色ＬＥＤ４１Ｗにより照射される白色光ＬＷにより、光の
明るさが確保される。また、陳列室１１内に、例えば野菜などの青物を陳列することによ
り、これら商品を緑色ＬＥＤ４１Ｇから照射される緑色の照射光ＬＧによって、緑色を強
調した演色照明を実現することが可能となる。そのため、野菜などの青物をより青々しく
見せることが可能となる。
【００５５】
　なお、上述したように、演色ＬＥＤとして青色ＬＥＤを用いた場合には、上記各赤演色
性の光や緑演色性の光にて照明を行う場合と同様に、青演色性の光にて陳列室１１内を照
明することが可能となる。この場合、例えば、魚介類をよりみずみずしく見せることが可
能となる。
【００５６】
　また、本実施例では、それぞれの演色に関する演色パターンに基づき生成されたＰＷＭ
制御用のパルス信号により、各演色性の光による照明を行っているが、当該ＰＷＭ制御用
のパルス信号は、上述した如き図６乃至図８に限定されるものではない。例えば、制御装
置４８は、白色ＬＥＤ４１Ｗへの通電に加えて、赤色ＬＥＤ４１Ｒと緑色ＬＥＤ４１Ｇに
所定の通電比率にて通電し（各演色ＬＥＤを組み合わせたもの）、各ＬＥＤから発光され
る光を組み合わせて所定の演色性のパルス列のパターンを記憶しておき、当該演色性の光
にて照明する場合には、当該パルス列のパターンに従ってパルス信号を生成しても良い。
【００５７】
　そのため、緑色ＬＥＤ４１Ｇへの通電電流を増加させることによって、例えば野菜など
の青物をより青々しく見せることが可能となり、赤色ＬＥＤ４１Ｒへの通電電流を増加さ
せることによって、例えば肉類の赤み部分をより赤く見せることが可能となる。また、青
色ＬＥＤへの通電電流を増加させることによって、例えば魚介類をよりみずみずしく見せ
ることが可能となる。このように、演色ＬＥＤが有する固有の演色性の光に限定されるこ
となく、任意に演色性の光を形成し、商品の種類に応じて演色性を変更することで、商品
の陳列効果を向上させることが可能となる。
【００５８】
　また、本実施例では、各ＬＥＤへの通電制御は、ＰＷＭ制御により通電量を制御するこ
とにより行っているが、これに限定されることなく、制御装置４８によって、白色ＬＥＤ
４１ＷへのＯＮ／ＯＦＦ制御、各演色ＬＥＤ、例えば赤色ＬＥＤ４１Ｒごと、緑色ＬＥＤ
４１Ｇへの通電電流ごとのＯＮ／ＯＦＦ制御としても良い。なお、この場合において、制
御装置４８は、各白色ＬＥＤ４１Ｗへの通電は、全て通電するのか、１つ置きに通電する
のかなど、個数を限定した通電制御を行うことにより、明るさの調整を可能としても良い
。
【００５９】
　尚、本実施例では、コントロールパネル５１を操作し、演色の有無や各演色パターンを
入力することで、陳列室１１内に陳列される商品に応じた演色性の光による照明を実現し
ているが、これに限定されるものではなく、例えば、図９に示されるように、商品に付さ
れた識別タグ５４からの情報に基づいて照明装置３８から演色性の光を照射しても良いも
のとする。
【００６０】
　この場合、制御装置４８は、制御対象となる照明装置の照明部分の何れかの商品載置面
に受信部（識別情報判別部）５３を備え、陳列室１１内に陳列される商品に商品情報を記
載した識別タグ５４を付す。そして、この識別タグ５４による受信部５３への商品情報の
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入力が行われることによって、制御装置４８は、受信された商品を判別し、当該商品に応
じた演色性の光による照明を実現することが可能となる。
【００６１】
　これにより、制御装置４８は、商品に付された識別情報から当該商品を判別することに
より、当該商品に応じて各ＬＥＤに流れる電流を制御することが可能となる。そのため、
商品を陳列室１１に陳列するのみで、効果的な照明を実現することができる。従って、演
色性の変更作業を行う必要がなくなり、利便性の向上を図ることが可能となる。
【００６２】
　また、これ以外にも、図１０に示されるように、一般に、店舗内に設置されるショーケ
ースの温度管理や照明装置の点灯・消灯などを一括して管理するための集中管理装置５５
によって、ショーケースの各照明装置による演色性の光による照明を行っても良いものと
する。集中管理装置５５とショーケース１に設けられる制御装置４８とは、有線又は無線
により通信可能とする。
【００６３】
　これにより、制御装置４８は、集中管理装置５５から送信された指示データを受信し、
当該指示データに基づいて照明装置３８の各ＬＥＤに流れる電流をそれぞれ制御すること
により、容易に当該照明装置３８による演色性を変更することが可能となる。これにより
、一括した照明装置３８の管理が可能となる。そのため、ショーケース１が設置される現
場における照明装置３８の演色性の変更作業を行う必要がなくなり、利便性の向上を図る
ことが可能となる。尚、本実施例では、同一店舗内に設置される集中管理装置５５により
照明装置３８の演色性の変更作業を可能なものとしているが、集中管理装置５５に限定さ
れるものではなく、ショーケース１に対し、外部から指示データを通信することが可能な
もの（外部入力手段）であれば、これに限定されない。
【００６４】
　また、通常、スーパーマーケットなどに設置されるショーケースは、野菜を陳列するシ
ョーケースや肉類を陳列するショーケースなどは限定して用いられ、それぞれの商品に応
じた温度制御が行われることが多いことから、当該用途に応じて図１１及び図１２に示す
如く演色ＬＥＤを所定の演色性を有する光を発する演色ＬＥＤ、例えば赤色ＬＥＤ４１Ｒ
や緑色ＬＥＤ４１Ｇのみによって構成しても良いものとする。なお、図１１は、演色ＬＥ
Ｄを赤色ＬＥＤ４１Ｒのみによって構成し、陳列室１１内に赤色の照射光ＬＲによって、
赤色を強調した演色照明を実現したものであり、図１２は、演色ＬＥＤを緑色ＬＥＤ４１
Ｇのみによって構成し、陳列室１１内に緑色の照射光ＬＧによって、緑色を強調した演色
照明を実現したものである。
【００６５】
　なお、本実施例では、赤色ＬＥＤ４１Ｒや緑色ＬＥＤ４１Ｇ等の演色ＬＥＤは、白色Ｌ
ＥＤ４１Ｗが設けられる基板４０とは独立した基板４３に設けられており、それぞれの基
板は、照明取付部２１、２２に対し、着脱可能に構成されているため、既存のショーケー
スなどに、演色ＬＥＤ（赤色ＬＥＤ４１Ｒ、緑色ＬＥＤ４１Ｇ）が設けられた基板４３を
別途取り付けることにより、本実施例と同様の効果的な演色照明を実現することが可能と
なる。
【００６６】
　これにより、演色ＬＥＤを使用した照明と、白色ＬＥＤ４１Ｗのみによる照明とを任意
に実現することが可能となり、利便性の向上を図ることが可能となる。
【００６７】
　また、本実施例では、照明装置３８は、キャノピー３３の内側に取り付けられているも
のを例に挙げて説明しているが、これに限定されるものではなく、例えば、棚３２の前部
下面やデックパン９の前端と吸込口１８の間、更には、断熱壁２の開口１２下縁を構成す
るハンドレールの陳列室１１内に臨む面などに照明装置３８と略同様に構成される照明装
置を設けることによっても、効果的に陳列室１１内に陳列される商品を照明することが可
能となる。
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【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】ショーケースの斜視図である。
【図２】ショーケースの縦断側面図である。
【図３】図２の部分拡大図である。
【図４】照明装置の概略構成説明図である。
【図５】照明装置の概略回路構成図である。
【図６】複数の演色性を伴う場合の各ＬＥＤのパルス列のパターンを示す図である。
【図７】赤演色性の各ＬＥＤのパルス列のパターンを示す図である。
【図８】緑演色性の各ＬＥＤのパルス列のパターンを示す図である。
【図９】他の実施例の照明装置の概略回路構成図である。
【図１０】もう一つの他の実施例の照明装置の概略回路構成図である。
【図１１】赤演色性の照明装置の照明状態を示す図である。
【図１２】緑演色性の照明装置の照明状態を示す図である。
【符号の説明】
【００６９】
　ＬＷ、ＬＲ、ＬＧ　照射光
　１　　ショーケース
　２　　断熱壁
　１１　陳列室
　１２　前面開口
　２０　反射板
　２１　第１の照明取付部
　２２　第２の照明取付部
　２１Ａ、２２Ａ　照明取付面
　３２　棚
　３８　照明装置
　４０、４３　基板
　４１Ｗ　白色ＬＥＤ
　４１Ｒ　赤色ＬＥＤ（演色ＬＥＤ）
　４１Ｇ　緑色ＬＥＤ（演色ＬＥＤ）
　４２Ｗ、４２Ｒ、４２Ｇ　ＰＷＭ回路
　４８　制御装置
　４９　ＬＥＤ制御部
　５０　定電圧電源部
　５１　コントロールパネル
　５３　受信部（識別情報判別部）
　５４　識別タグ
　５５　集中管理装置（外部入力手段）



(12) JP 2008-295534 A 2008.12.11

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(13) JP 2008-295534 A 2008.12.11

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(14) JP 2008-295534 A 2008.12.11

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

